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漁港周辺地区における現状と課題 

 

   区  分          現状及び課題 

漁港背後地の土地利

用 

・民家、レストラン、釣り宿等が散在し、一部、未占用の国有地も

あるが、全体として土地の有効活用が図られていない。 
・港湾施設の北側国有地（未利用地）については、ごみの散乱や老

朽化した倉庫等がある。 
・休日の漁港内の堤防等は、釣り客で混雑しており、漁港内道路に

は釣り客の違法駐車がある。 
 

交通・駐車場 ・年間を通して本地区への直接的な公共交通アクセスが乏しい。 
・国道１３４号は、４車線化の工事が行われており、茅ヶ崎市域に

つきましては、１８年度内に完成するが、現時点では、当該地区

がボトルネックとなり、渋滞を発生させている。これにより、生

活道路への通過交通の流入がある。 
・近隣に西浜駐車場があるが、夏期の海水浴シーズンには、駐車場

が不足し、周辺市街地への違法駐車が多い。 
・サイクリングロードを活用した自転車の貸し出しサービスを行っ

ていたステーションがあったが、現在は廃止されている。 
 

観光・娯楽 ・浜降祭（１３万人）及び花火大会（２２万人）の入り込み客は、

微増加傾向にあるが、湘南祭（１２万人）は、近年増加を続けて

いる。 
・海水浴客（１９万人）については、気象に左右されるが、平均的

には減少傾向にある。 
・国道１３４号沿いに商業施設の集積があるが、レストラン系が多

く、観光・娯楽施設として機能しているのは、一部ホテルに限ら

れている。 
・年間を通してサーファー、釣り客が利用し、特に夏場は海水浴客

で賑わっている。海浜ルールブックの作成等により、利用調整を

行っているが、マリンスポーツ活動者や釣り客と漁業者とのトラ

ブルが完全には解消していない。 
・中海岸市営プールは、老朽化し、規模も小さく、海岸侵食による

被害も出ている。 
・海の家については、浸食対策や景観上の課題もある。 
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利便施設 

 

 

 

・公衆便所は、簡易的な施設があるのみである。 
・街灯施設は、ほとんど設けられていない。 
・海岸部のサインは、少なく、統一性がない。 
・海岸部にゴミ箱が設置されているが、オーバーフローしている

状況が多い。 
 

漁業関連 ・陸揚量は、ほぼ横ばい傾向にある。 
・陸揚金額は年次により、大きな変動がある。 
・漁業種類別の陸揚量では、「地引網」が６０％、「ひきよせ網」

が２５％を占めている。 
・漁業協同組合員数は、減少傾向にある。 
・登録漁船隻数及び利用漁船隻数は、微減少傾向にあるが、総ト

ン数では微増加傾向にある。 

景観等デザイン ・国道１３４号沿線の建物や海の家等において本地区全体が統一

したコンセプトにより、デザイン化されていない。 
・本地区は、国道１３４号から直接、海浜を臨むことができる貴

重な景観資源を有しているが、一部の建物により視点場として

の景観が遮られている。 

自然環境 ・隣接の中海岸地区においては、砂浜の浸食が著しく、保安林の

育成にも大きな影響を及ぼす。 
・ハマボウフウ、ハマヒルガオ等の砂丘植生が失われつつあり、

これが飛砂の害を増やしている。 

 


